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創立 50 周年を盛大に祝う

　猪苗代地方史研究会創立 50 周年記念式典は 11 月 15 日、猪
苗代観光ホテルで開かれました。式では、江花俊和猪苗代地方史
研究会長が「創立以来、本会では毎年会報を発刊してきました。
先輩方が築いてきた歴史を受け継ぎ、さらなる発展に努めていき
たいです」とあいさつ。長沼一夫町議会議長、宇南山忠明教育長
が式辞を述べた後、会津若松市史研究会の野口信一さんが「会津
戊辰戦死者祭祀の歴史」と題して記念講演しました。

猪苗代地方史研究会創立 50 周年記念式典

あいさつを述べる江花会長

消防団員らが通常点検などを実施

検閲官らの通常点検を受ける団員

磐梯山に感謝し清掃登山

登山道のゴミを拾い集める猪苗代山岳会の会員ら

　県消防協会猪苗代支部の秋季連合検閲は 10 月 29 日、カメリー
ナで行われ、猪苗代、磐梯両町の消防団から約 530 人の団員ら
が参加しました。団員らは通常点検や規律訓練などを行い、防火
の誓いを新たにしました。検閲官の前後公町長が「今後も予防消
防に努めてほしい」と訓示を述べ、支部長の五十嵐幸夫町消防団
長らがあいさつしました。また、席上では猪苗代支部定例表彰が
行われ、受賞者の功績をたたえました。

県消防協会猪苗代支部秋季連合検閲

長年にわたり献血活動に協力

　10 月 4 日に福島市で開かれた「日本赤十字社福島県支部献血
団体並びに献血推進団体表彰式」で金色有功章を受章した猪苗
代ライオンズクラブへの伝達式は 10 月 23 日、町役場で行われ、
前後公町長が渡部裕一猪苗代ライオンズクラブ会長に金色有功章
を手渡しました。金色有功章は、献血活動を 20 年以上続けてい
る団体に贈られるものです。渡部会長は「今後も献血活動が続い
ていくよう取り組んでいきます」と話しました。 前後町長から伝達を受ける渡部会長（左）

猪苗代ライオンズクラブが金色有功章を受章

磐梯山感謝登山式典

　磐梯山感謝登山式典は 11 月８日、ＩＳＫで行われ、関係者ら
約 30 人が出席しました。式典では神事を執り行い、前後公町長
らが玉串をささげました。前後町長は「これから冬山シーズンを
迎えます。登山者の安全確保のため、引き続き関係機関の連携と
協力をお願いします」と式辞を述べました。式典終了後には、猪
苗代山岳会の会員らが磐梯山への感謝を込めて、６ケ所の登山道
の点検と清掃活動を実施しました。

まちのわだい

渡部テルイさんが 100 歳に

　11 月 12 日に 100 歳の誕生日を迎えた渡部テルイさん（田子沼）
への賀寿贈呈式は 11 月 13 日、渡部さんの自宅で行われ、家族
らが長寿を祝いました。会津保健福祉事務所の角田祐喜男健康福
祉部長が知事賀寿と会津漆器の木杯を贈呈。続いて前後公町長が
賀寿と記念品などを贈りました。テルイさんの長寿の秘訣は山歩
きで、よく山菜などを採りに行っていたそうです。長男の榮一さ
んは「これからも元気に過ごしてほしいです」と話しました。

長寿を祝い、知事賀寿などを贈呈

前後町長から賀寿を受ける渡部さん（右）

感謝を込めて堂々と演奏

堂々とした演奏・演技を披露する長瀬小の児童

長瀬小マーチングバンド発表会・移杖式

　第 56 回野口英世博士顕彰記念作文コンクール、第 23
回野口英世博士少年科学賞の授賞式は 11 月 9 日、野口英
世至誠館で行われ、各賞を受賞した代表者に表彰状が手渡
されました。
　受賞者は次のとおりです（敬称略）。

【作文コンクール】
◇小学校の部  ▶特選＝喜多見叶暖（翁島）▶金賞＝佐藤
倖多（吾妻）山内かのん（猪苗代）荒川昭啓（千里）▶銀賞
＝佐藤心咲（猪苗代）古内奏南（緑）渡部裕真（長瀬）
◇中学校の部  ▶特選＝荻原聖也（猪苗代）▶金賞＝小椋
友恵（吾妻）小板橋力斗（猪苗代） ▶銀賞＝小林和華（猪苗
代）本多悠（東）

【少年科学賞】
◇小学校の部  ▶最優秀賞＝鈴木理心（吾妻）▶優秀賞＝
吉田真望（千里）楠詠斗（翁島）杉田豊歩（吾妻）渡部響子

（緑）齋藤瑳和（吾妻）
◇中学校の部  ▶最優秀賞＝髙木沙也（猪苗代）▶優秀賞
＝長嶺歩美（東）小野木滉馬（猪苗代）大坂憲裕（東）

小中学生の栄誉をたたえる
野口英世博士顕彰記念事業授賞式

作文・中学校の部で特選に輝いた荻原聖也さん（猪苗代中２年）

八子弥寿男理事長から表彰を受ける喜多見叶暖さん（翁島小４年）

　長瀬小マーチングバンド発表会・移
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は 11 月 17 日、カメ
リーナで行われました。式では、バンドマスターの國井結
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（６年）が「今までお世話になった方に感謝を込めて演奏します」
とあいさつ。４～６年生の児童が日頃の練習の成果を堂々と発表
しました。演奏後、ドラムメジャーの安中凛

りん

さん（６年）が野口
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さん（５年）に指揮杖を手渡し、他のメンバーも後輩たちに
楽器を託しました。
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野口博士の誕生を祝う

　世界的な医学者、野口英世博士の第 141 回誕生祭は 11 月９日、
野口英世至誠館で行われました。野口家の菩提寺である長照寺の
楠俊道住職による読経の後、関係者らが献花をしました。また、
翁島小学校４年生の児童が唱歌「野口英世の歌」を披露しました。
野口英世記念会の八子弥寿男理事長が「来年は没後 90 年を迎え
るので、さまざまな企画を実施したい」とあいさつ。前後公町長、
小檜山善継県議らが祝辞を述べました。「野口英世の歌」を合唱する翁島小４年生の児童

野口英世博士誕生祭

日頃の練習の成果を披露

　第９回学びいな秋祭りは 11 月４、５の両日、学びいなで開か
れました。ステージでは、町体験交流協会に所属する団体が歌や
舞踊、楽器演奏など、日頃の練習の成果を披露しました。会場内
には、学びいなが主催する各種講座参加者や高齢者によるさまざ
まな作品が展示され、来場者の目を楽しませました。また、屋外
テントコーナーでは、焼きそばや焼き鳥などの出店が立ち並び、
多くの来場者でにぎわいました。 日頃の練習の成果を披露する大正琴琴伝流会の皆さん

学びいな秋祭り

中ノ沢伝統こけしを寄贈

　磯川こけし工房の磯川盛雄さん（新堀向）は 11 月 15 日、町に
中ノ沢伝統こけし「たこ坊主」1 本を寄贈しました。贈呈式は同日、
町役場で行われ、磯川さんが制作した「たこ坊主」を前後公町長
に手渡しました。磯川さんは「全国には 11 系統のこけしがあり、
中ノ沢系こけしは土湯系として分類されています。中ノ沢系こけ
しが新たな系統として認められるよう関係機関などに働きかけて
いきたいです」と話しました。

磯川盛雄さんが町に「たこ坊主」を寄贈

前後町長に中ノ沢伝統こけしを寄贈する磯川さん（右）

町内菓子店のスイーツを堪能

　第５回猪苗代スイーツフェスタは 11 月 18 日、猪苗代スキー
場ミネロセンターハウスで開かれ、約 220 人の来場者が町内の
スイーツを味わいました。イベントには町内の 10 店舗が参加。
会場には和菓子や洋菓子などさまざまなスイーツが用意され、来
場者は各店舗から 1 個、合計 10 個のスイーツを味わいました。
　また、お菓子作り体験やあめ細工の実演、セレーナマリアさん
によるたて琴の弾き語りなども行われました。 さまざまなスイーツが用意されたイベント会場

第５回猪苗代スイーツフェスタ

今後もますますのご活躍を
高齢者福祉大会を開催

　第 48 回町高齢者福祉大会は 11 月 10 日、学びいな
で開かれました。第一部の式典では、前後公町長が「今
後も各種活動を通じて、生きがいづくり、健康づくりに
積極的に取り組んでください」とあいさつ。町老人クラ
ブ連合会小木良司郎会長が「健康に留意し、各老人クラ
ブ間の交流を深めましょう」と述べました。
　役員表彰では６人が表彰され、受賞者を代表して川桁
長寿クラブの神トシ子さんに小木会長から表彰状が手渡
されました。また、しあわせ金婚夫婦表彰では、11 組
が受賞。代表して樋ノ口銀杏会の本田嗣之さん、喜久子
さんご夫婦に福島民報社藁谷隆猪苗代支局長から表彰状
が手渡されました。受賞者を代表して神トシ子さんが「こ
れからも老人クラブの発展のため、皆さんと楽しみなが
ら精進していきます」と謝辞を述べました。
　式典後は、第二部として県レクリエーション協会の佐
藤喜也さんが「参加型・体験型の健康づくり講座」と題
し講演。第三部では、各地区の老人クラブ会員らが歌や
踊りなどのアトラクションを披露し、来場者を楽しませ
ました。 4

小木会長から表彰状を受ける神さん（右）

藁谷支局長からしあわせ金婚夫婦表彰を受ける本田さんご夫妻

反社会的勢力排除へ連携強化

　猪苗代、磐梯、北塩原の３町村と各商工会、猪苗代警察署、喜
多方警察署は 10 月 31 日、暴力団などの反社会的勢力の排除を
目指し「猪苗代地区不当介入排除連絡協議会」を設立しました。
暴力団などの資金活動の巧妙化や不透明化が進む中、不当介入を
未然に防ぐことを目的として発足しました。発足式は同日、町役
場で行われ、会長の前後公町長が「町村民の安全で平穏な生活を
確保する」と不当介入排除宣言を読み上げました。

猪苗代地区不当介入排除連絡協議会発足式

反社会的勢力排除を誓う前後町長（右から３人目）ら

教育振興への功績をたたえる

前後町長、宇南山教育長に報告する岩橋さん（中央）

　秋の叙勲で瑞宝双光章を受章した岩橋紀男さんは 11 月 17 日、
町役場を訪れ、前後公町長と宇南山忠明教育長に受章を報告しま
した。岩橋さんは西会津町の出身。昭和 40 年に教員となり、猪
苗代中学校などの校長を歴任しました。退職後は町教育委員会委
員長などを務め、長年にわたり教育振興に尽力しました。岩橋さ
んは「思いがけない受章に驚いています。長年ご指導いただいた
町の皆さんのおかげです」と話しました。

元町教育委員長の岩橋紀男さんに瑞宝双光章


